
刀切字びガ朽g ■織主芸:み 力 どグタ ″ 号

〒173-0032板橋区大谷□上町28‐7江戸方

自然保全活動の新しいか隣 をつくと,をい

籍会の報告こr2年 度に取引祖むこと

4月 22日 の総会は23人 が出席じ、会長鈴木信子と、運営委員 (撞田隆夫、江戸き
よみ、大西優、小寺正明、菊池よじ子、坂本部子、下田沢手、釣巻岳人)に よる運営体
制が承認されました。これまで事務局の実務はポランティアで運営してきましたが、連
絡先が環境保全課内になつていたため、区役所の組織とまぎらわしいという指摘があり、
形の上からも環境保全課と切り離した市民団体となります。

改正規約では、運営委員会によって、運営方針や活動計画を作成し、執行することが
明文化されました。したがって、 12年 度の目標として、とくに r運営の透明性の確保
と公平な役割分担Jを あtずました。運営委員会で議議し、決まつたことをきちんと実行
することによって、私たちの自然回復を目指す会の信頼を育てていきたいと思います。

これまで、荒川自然回復団と赤塚の森ポランティアの2つのプロジェク トがぁりまし
た。赤塚の活動は順調に進んでいますが、建設省による荒川笹目橋緑地の自然回復整備
工事が中止になったことにより、荒川の活動が宙に浮いたrr/になつています。広大な荒
川笹寓橋緑地の自然回復に会がどのように関わつていくのかも大きな課題です。また、
新たにポランティア講座俸了者を中心としてつくった鶴丸が原公園の自然池が活動フィ
ールドとして加わりました。ここは赤塚と荒,:1の中間に当たり、生き物の移動の中継地
点の役割を果たすのではないかと思われます。

自然が戻つてくるのはうれしいことです。会が自然回復の働きかけをするからには、
多くの人に理解してもらえるようPRす るとともに、自然の勉強をし、自然地として維
持していく責任もあります。
新しい年度ということで、堅い話で失礼しました。基本はきちんと、活動は案しくと

いきましょう。

fン字―ネwトコ上に鯨 幅を鵬 孝した

みなきまからのご意見.ご 感想をお待ちしています。
4月23日からインターネット上に 『いたばし水と機の会Jの 掲示張を設置しまし
た。「掲示板」とは文字通り誰でも自由に書き込みができ、みんながそれを聞覧
できるようになっています。
この会の活動に関するご質問、ご意見はもちろん
ホームページや広く板活の自然についてのご惑想
などを指示板に書き込んでください。
この掲示板へは rぃたばじ水と緑の会どのホームベージ
http://www,ne,jp/asahi/nature/tand/index.htm
からアクセスできます。
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徳丸が原公園池づくり初体験 下日 沢 子

朝から汗ばむくらいの良いお天気に意まれ、作業は始まりました。久しぶりの長靴と軍手でいそいそ

現場に立ち降りたときには、今までの講座 ・勉強会の時間を思い出し熱い思いもこみあげたりして、実

際に池作りができることを幸せに感じていました。

コンクリートの堰 ・縁の取り壊し、また、立派な根をはつた柳の本2本の処理は本当に体力勝負だっ

たと思います。見るからに自信のありそうな男性陣が電動工具を使つて黙々と壊してゆく作業のかたわ

ら、女性陣他はまわりの上を池の深さに応じて掘り、掘つた土を池の外へ運び出しました。

宝物発見 !! 冬 眠中のカエル ・亀・甲虫の幼虫です。起こすにはちょっと早いかなと思いながら安

全地帯に逆難させました。切つた柳の本を枝と幹に分け、枝は柵用に長さを切りそろえ、先端をす夕で

とがらせていきます。すつしり重い柄を立てて片手で押さえ、片手です夕を狙つた所に振り下ろすので

す。これは鉛筆肖」りとは訳が違います。私も挑戦して、うまいとは言つてもらえなかったけれど、「次は

きつと・・・」と思つています。その後の綱作りは魅力的でした。支部長さんのパワフルな杭打ち作業 ・

シュロ縄の仕上げの美しさは営さんにぜひ見ていただきたいできばえになりました。

なかでも、声を大きくして言いたいこと、それは、ごみを出さない工事だつたことです!!コ ンクリ

ートの残がいと柳の枝は浸透部に使用、柳の幹は前記のとおり立派な柵に生まれ変わり、その枝からは

もう新芽が出てきています。土手の補強や植え込みになつてくれるでしょう。今後の池作りにもぜひき

慮していただきたいと願つています。

作業は大変でした(後日、身体が語つていました)が、水を張り確認した
“
池の出現

"に
感動しました。

水と緑の会の皆さん・町会の皆さん他、ご協力いただいた曽さんお疲れさまでした。やがて、ひとま

わり大きな自然を子供たちにプレゼントできると思います。今後の維持にもぜひご協力をよろしくお願

いいたします。(作業は12年 3月 18, 19,25日 、4月 9日の4日 で、手作りで池が完成)。
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価丸が原公国内の自然池 そ の後 (に 1)

感激 !! 池 にカルガモ夫婦 訪 れる 六西 優

5月 4日、朝7時 20分 頃t散 歩で同公園にさしかかり、通り抜けようとして池の方を見ると、なん

と、カルガモ2羽 が池の中で気持ちよさそうに泳いで、羽を体めているではないでしょうか。

一瞬、目を開き直しました。100甫 あまりのこんな小さな池に 11

この感激を池づくりに参加した人たちにも伝え、見せたしヽ !!と しヽう8い から、カメラを取りに家に

飛んで帰り、「どうか戻るまでいてくれJと 願いながら、池にとって返しました。

ゆつたり泳いでおり、近づきすぎて飛び立つのが出配で、最初は遠くから写真を写しながら近づき、

フィルム最後のシャッターを切つたところで、仲良く一緒に飛び立っていきました。

池ができてから子供たちのほ好の遊び腸になり、本の技やごみなどが投げ込まれて、清掃作業がたい

へんでした。子供たちには少々かわいそうでしたが、4月 27日 に授本さんや区の環境保全課の方たち

で、現況の相の上にトラロープを張り、看板

を追加してくださって以来、このようなしヽた

すらはすつかり少なくなりました。

4月 29日 、アメンボ数匹が激紋をおいて

いました。

5月 7日 、誰かが激したのか、おたまじゃ

くし3兄 弟ならぬ、3匹 がちょこちょこと

尾を振りながら泳いでいました。

アメンボの数も増えてきました。

こんなJ さヽな池にも、替とともに命の患吹

が感じられるようになりました。

和光市の湧き水を見に行く会に参加して

猫 督

4月 1日立健日、風が少々強かつたけど天気は快晴、桜もちらほら咲きだした中、水と線の会のメン

パー約20名 は、成増駅を背にして東弱東上線に沿うようにして、埼玉県との県院にある白子川へと歩

しヽて行きました。ここで、今回の和光市の湧き水を案内してくださる須員さんを紹介されました。

最初に、白子川に注いでいる配管の1つが湧き水であることを知り、驚きました。たいてい、配笛か

ら流れているものは、工場や民家の排水であるとのイメージが強かつたからです。また、民家の道端に



コゲ野 み彦 どグ夢 ″号 ″切々 びガ =5日

も湧き水が流れていましたが、子供が落つころないようにとかの理由で、コンクリートのSた で閉めら

れてしまい、自然の湧き氷が見れないのが駿念でした。

次に、熊野神社に案内されて境内を見学すると、境内の後ろが湧き水の水路になつていました。境内

の脇で滝になつていて、以前はこの湧き水を利用して修行の場にしていたり、養魚場にも湧き水が利用

され、マスがいたとのことです。

神社を出てから少し行くと川越街道があり、街道わきにも湧き水が流れていました。ここは、現在盛

車場になつていますが、まだ端の方に湧き水が流れていて、クレソン、セリ、ホソバミズゼニゴケが生

鳥していました。以前は、近くのお風呂屋さん、魚屋さんなどが湧き水を利用していたそうですが、現

在は使つていないそうです。一般の民家の人達も昭不B50年 代後半くらいまではこの湧き水をくみ、そ

の水でビールを冷やしていたそうです。また、この辺りは水がうまく喜|けないことから、湧き水をうま

くタンクにくみ、それを田んぼに流していたとのことです。

和光市は元宿揚町だつたようで、その古い街並みに沿つて歩いて行くと、今でも湧き水をタンクにく

み上げ、洗い物をしたりする時に利用している家庭がありました。

しかしその一方、開発の波も容赦なく進んでいて、大型マンションの建設も次々に行われ、湧き水の

水路がどんどん埋もれていってしまうという寂しい事実も否めないのが現実です。

最後に見た湧き水の水路が、まさに今現在大型マンションを建設中でした。湧き水は埋め立てられ、

地面の下に砂利を敷いてそこに湧き水を集め、管を31いてそこから白子川へ流すとのこと。この地は少

し前まで日本料理屋さんで、竹林が周りを覆い、湧き水を利用した日本庭園風になつていたそうですが、

折からの不況のせいか倒産、マンション建設となったようです。

私自身、時折自然との触れ合いにいがいやされることが多々あります。利便性を考えると、自然破壊

が若干回避できなしヽ面もあるようですが、今後、「自然と共生しながらの衛づくりとは何か?」を者えさ

せられた見学会でした。

旧川越街道沿いの湧き水の豊かな流れ 湧き水のあつた場所はマンション建設中
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上「Jtlli武尊出でツキノワグマに出会つて

佐藤 修

私は植勧観察や曲の幸を探し、また、動物たるとの曲会いを求めて出中を歩き回るのが好きだ。昨年

の10月 もキノコを採るため、上州武尊出のカラマツ林からミズサラとブすの混生する森に分け入つた。

いつも感じること総 、カラマツ林では館が後弱なためか動物の痕跡は少ない。ただt近 づくと凄いス

ピードで走り去るノウサギには何度か驚かされたものだ。一方、大木がひじめくミズナラ林やブナ林で

は、ニホンザルの群れとも出会つたし、ツキノワタマの糞もよく見かける。これも、この森が豊かであ

り、餌も豊富な証拠だ。

先日もミズナラの大本の周囲に時閣がにつていないとみられる寿紫色がかつた薄茶色のツキノワグマ

の糞を大曇に発見した。あたりを見国すとミズサラの折られた枝が4、 5本地面に横たわつていた。そ

れも、全て豊け皿だけをきれいに残しヽ ドングリは全て食べられてい亀 うましヽこと食べよるなと思いつ

つ、再びミズサラの根元に近づき、何とな<上 のおを見ると、地止4～ 5m位 であろうか、幹が三般の部

分に何とツキノワグマがいるではないか。一瞬かなりびつくりしたが、よく見ると体長lm程 度の子ク

マのようだ。首を左右に動かし、書えているようにも見え亀 野生の毛が太陽に美しく黒光りしていた。

私は普段から森に入るときは鈴をつけ、クマ等に知らせるようにしている。このため、かなり奥深く森

に入つてもクマと遭進することはなかつた。この子クマは食事中に逃げそぴれたか、逃げるために這い

上がつたのか。どちらにしても、その場所を動かすにいるのが'8何にも子クマらしかった。写真を2、

3枚写し、あばよとそのクマにBljれを告げた。その後森で1よクマの葉や折られた枝は何度か見かけたが

クマとの出会いはなかつた。あの子タマは再び食事に励んでいるのであろうか。立派に成長することを

祈つた。そして、ミズサラやフすの豊かな森が守られることを額わすにはいられなかつた。

以前キノコ採りの人が森の中を央薬を打ち鳴らしながら歩くのを見かけた。森の静寂を爆音で破壊し

ているような行為に私は横りを覚える もしクマがいたら、恐怖と共に人間への敵意がインプットされ

今度は人を攻撃する電能性が高いと思われる。新聞でクマに裏われたとの記事を目にするが、そのクマ

もおそらく人間によるこの種の不幸な経験があるのではないだろうか。森は野生生物の生活場所であ&

彼らの聖域に入るときは
“
少しの間だけごめんなさい

"と
いうくらいの気持があつて当然であろう。ま

た、過調にならない程度に自分の存在を常に知らせ、食物等は総対に置いてこないようにすべきである

(これは野生生物全般に対する基本的な心構えと愚われる。)それでもおat―クマと出くわしたら、激で

はないと察知させるため、慌てす騒がす、ゆつくりその場を離れるといつた冷静な態度が必要である。

クマが生患するような森に入らないまでも、近郊の出や雑木林で道をちょっとはすれて分け入ると、

そこは全く劇の森の空間が存在するも日常と副の空間に身を置くだけでも、すがすがし<豊かな気持に

なれる。様短な発見もあり、末体験の人は是非試してもらいたいと思う。
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運営委員会は異体的な活動の内容を話し合い決定する場ですと従来の定例会はなくります
が、運営委員でなくても運営委員会に参加 じどしどじ意見を言つてください (役割分担も
よろしく)。

6月運営委員会 6月 2月 (金)18βO～ 1致側 場所 :エコポジスセンター3階会議室
1致00～ 20:00新旧役員による引継。外野も欲迎。

7月運営委員会 7月 7日 (金)1段oo～ 2牡00 場 所 :エコポジスセンター3階 会議室
7月会報印刷 。発送 7月 14日 (金)1■30～ 場 所 :エヨポ夢スセンター会議室

0自 然池1年後の範車とこれからを考える  0竹 を使って大切なものを作ろう(2)
日時 : 5 月 2 1 日 ( 日) 1 0 : 0 0 ～1 2 3 0

場所

講師

内容

美術簿前

(財)日本生態系協会 船 橋玲二

池の現状観察、勉強会 と話 し合い

連絡先 :環 境保全課坂本 (3579)2598

●竹を使つて大切なものをつくろう(1)

日時 :6月 3日 (上)1330～ 1往00

場所 :美術館前 (遅れた人は竹林前)

雨天の場合は三園小学校

内容 :プ レゼン トにしたり,売 れそ うな

作品の試作

持ち物 :小刀、軍子、必要な付属品

連絡先 :猪 鼻 (3933)8269

●ビオトープ出強会 (1)北 本 自然観率公日

と荒川の見学

日時 i6月 11日 (日)9:00～ 16:00

集合 :区役所正面玄関前 (高速前)

持ち物 i弁 当、水簡、双眼鏡、図援など

内容 :車 に分乗して行きます (要申込)

近くに荒川上流工事事務所が整備 じ

たビオ トープがあり、外から見ます。

連絡先 :菊池 (3962)1937

090‐4021‐3862

同時 :7月 1日 (」と)13:30～ 16:00

場所、持 ち物、連絡先等は (1)と 同 じ

●ビオトープの構犠田査に発段しませんか
たとえば、エノヨログサでも、キンエノ
ヨロ、アキノエノヨIIなどの仲間がある
ので、きちんと区肝!して調査ができるよ

うにします。調査の前に勉強会をします。
勉強会の日程は未定。

連絡先 :坂本 (勤)(3579)2598

●星虫■査世話人募集

連絡先 :釣巻 (3961)2875

●ザけガニ退治応援

飽きずに飼育できる人やペントの餌など
にザンガニがほしぃ人はどうぞ。捨てな
いのが条件。自信のない人はやめてね。
6月 3日 (土)7月 1日 (土)lo時 ～ 12時

その他の日は適宜

集合 :美衛館前

連絡先 :滝メil(3934)3421

12年 度の会費の輸入をおほいします

(名簿作成の都合上.6月 末までに)


